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後期スタート It's a piece of cake.
校 長 古 市 直 彦

短い秋休みが終わり、今日から後期の学校生活が始まりました。前期の終業式では、各学年の代表

生徒が、次のような前期の振り返りをし、後期に向けた決意を語ってくれていました。それぞれの学

年に応じた振り返りをもとにした、素晴らしい責任と覚悟を感じる抱負でした。全校生徒の皆さんも、

きっと同じような気持ちで、後期をがんばってくれると確信しています。

１学年は、入学して右も左も分からないスタートでしたが、前期、初めての行事であった体育祭

や日頃の生活を通して、絆や団結力を深め、とても大きく成長することができました。

初めは先生に指示されないとできないことも、今では一人一人が中学生という自覚をもって係や

委員会が連携して、自ら行動できるようになりました。また、ミスが起きてしまわないように、周

りに目配り・気配り・心配りなどをして、呼びかけや連携もよくできるようになりました。その結

果、忘れ物を減らすことができ、授業評価などでは高い評価を得ることもで

きるようになりました。

しかし、休みなどをはさんでしまうと気がゆるんでしまい、忘れ物が出て

しまったり、返事や声などの大きさが小さくなってしまったり、勢いが落ち

てしまうなど、前までできていたことができなくなるという改善点も見られ

ました。ですので、これらの反省を後期、良かった点は継続し、改善が必要

なところはしっかりと見直しをして、２年生になる準備をしたいと思います。

１年生代表 林 小春さん（１－１）

前期を振り返って良かった点は二つあります。一つ目は、学年全体でとても活気があることです。

元気な挨拶や、学級全体で協力した行事などで一生懸命に取り組む姿が見られました。二つ目は、

各クラス楽しく過ごせていることです。クラス替えもあり、初めの頃は不安が多かった人もいたと

思います。しかし、行事や係活動などクラスの仲間と協力することで、お互いのことを知り、仲が

深まっていきました。

学年の課題は、中だるみが感じられるところです。中学２年生は、よく中だるみをする学年とも

言われています。実際に１年生の頃と比べて緊張感がなくなり、メリハリや凡事徹底ができていな

いと感じる部分がありました。改善策としては、目標をしっかりともつことが大切だと思います。

中だるみの一番の原因は２年生という立場です。１年生は、中学校に入学したばかりでとても気が

引き締まっています。また、３年生は中学校生活だけでなく、義務教育最後の一年となるので気合

いが入っています。では２年生はというと、学校生活にも慣れ、余裕が出て

くる頃だと思います。だからこそ、様々なことに積極的に挑戦することがで

きます。そこで、日頃から一人一人が目標をもちながら生活していくと、よ

り良い学校生活が送れると思います。後期になると僕たち２年生は委員会や

生徒会活動など、様々な場面で学校の中心になります。一人一人が目標をも

ち、中だるみをしない、そして、最高学年の３年生に向けて良いスタートが

切れるように学年で助け合ってがんばっていきたいと思います。

２年生代表 奈良淳平くん（２－１）



本日、後期の始業式では、私から生徒の皆さんに「宇宙兄弟」というコミックの中から、「It's a

piece of cake.」という言葉を紹介しました。「楽勝だよ」という意味ですが、責任と覚悟をもって

「任せろ」と言っているように感じている言葉です。後期、生徒の皆さんに意識してほしい言葉です

が、私自身もこれを意識してがんばって行きたいと思っています。It's a piece of cake.

11～12月の主な行事

４日(木)３年第3回定期テスト ２日(木)学級・全校専門委員会

１５日(金)学級・全校専門委員会 ３日(金)評議委員会

５日(金)評議委員会 ２４日(水)数学科授業研究会

11 ９日(火)職員会議(完全下校14:30) 12 １３日(月)１･２年三者面接(～１７日)

１１日(木)生徒集会 ２０日(月)大掃除

１５日(月)２年校外学習 ２１日(火)１･２年学年集会

２２日(月)３年進路面談(～２２日) ２２日(水)３年学年集会

月 １６日(火)市教研(完全下校 13:10) 月 ２３日(木)冬休み前集会、お弁当用意

２４日(水)音楽科授業研究会 ２４日(金)冬休み(～１月５日)

２６日(金)１･２年第3回定期テスト ２７日(月)学校閉庁日(部活動なし)

３０日(火)３年第4回実力テスト (～１月４日)

※詳細に関しましては、各学年の学年だよりでお知らせいたします。

僕が前期を過ごしてきて成長したと思う点は、体育祭を通して、クラスの授業態度や雰囲気が良

くなったという点です。５月の体育祭では、学年のスローガンでもある「一致暖結」で、各クラス

の雰囲気がとても良くなり、３年生としての自覚をもつことができました。

しかし、新型コロナウイルスの拡大により、修学旅行や合唱コンクールの延期や中止になり、例

年通りの前期ではありませんでした。ですが、そこで学年全体が切り替えて前向きになれたのは、

まさに「一致暖結」があったからではないでしょうか。

僕たち３年生は、後期にも様々な行事があります。その一つが、中学生最

後の集大成ともいえる入試です。３年生全体で入試という大きな壁を乗り越

えていくためにも、前期よりさらに良い姿勢で後期の学校生活を送っていき

たいです。そのためにも、やるべき事をしっかりやる。３年生として恥ずか

しくない行動をする。といった基本的なことを、一人一人が意識して行うこ

とが大事だと思うので、みんなで「一致暖結」してがんばっていきたいです。

３年生代表 大沢 煕くん（３－４）

４月に５人の１年生をむかえ、新しい８組がスタートしました。卒業した先輩たちに代わり、今

度は、僕たち３年生が、クラスの中心となって活動することを意識してきました。

前期、学級全体で成長したことは、少しずつ自分たちで考え行動できるようになったことです。

自主学習の習慣もついてきました。修学旅行やげんきキャンプ、合唱コンク

ールなど、楽しみにしていた行事がなくなりとても残念ですが、後期も一つ

一つの活動に目標をもって、学級目標である「輝く８組」をめざして全力で

取り組んでいきたいと思います。

苦手なことにも積極的に挑戦し、克服していきたいです。そして、活動の

中心を２年生と交代するためにしっかりと引き継ぎをし、立派な姿で卒業で

きるよう、心構えや態度を見直し、準備していこうと思います。

８組代表 濱田将真くん（３－８）


